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物理世界と情報世界の
界面(インタフェース)の設計
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情報世界 物理世界インタフェース

The Last One Mile
The First One Meter

どこに，どのように
物理/情報界面を構築するか
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情報空間と現実空間の
「界面活性剤」

• 物理ー情報の間に綺麗な境界面を作るの
ではなく積極的に混ぜ合わせる
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身体インタフェースとしての
バーチャルリアリティ

•リアリティの「物理学」

–認知科学・心理学

•バーチャルリアリティの研究は「人を知る」
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•バ チャルリアリティの研究は「人を知る」
研究でもある

•「五感の窓」をどうModifyするか

–不思議の国のアリス

身体機能拡張/体験拡張への
アプローチ

• Any sufficiently advanced technology is 
indistinguishable from magic. 
– Sir Arthur Charles Clarke
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• 洗練された技術は魔法と区別がつかない

– アーサー・C・クラーク

• 技術を洗練させることで魔法と区別つかな
くできるか?
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透明なインタラクション

• シームレスなインタラクションとは

– 認知的透明性

– 使い慣れた道具とは?
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– 主観的身体イメージと体性感覚

– バイモーダルニューロン

– 道具の透明化による身体像の拡張

Optical Camouflage
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視覚以外の感覚・体験の拡張

• 情報=視聴覚情報?

• 我々の五感を工学的に拡張

• Multi modal Augmented Reality
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• Multi-modal Augmented Reality
– Smart Tool

– Galvanic Vestibular Stimulation
Virtual ruler

透明人間インタラクション

• 透明人間・物体を表現するには?

• 知覚的補完

カニッツァの三角形
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– カニッツァの三角形

Kanizsa, G. (1955)

リアクション指向インタラクション

• 従来は人へのアクション主体のインタラク
ション

• Interaction = Action + Reaction
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Interaction  Action + Reaction

Action ReactionInteraction

科学・技術に
身体性・楽しさを取り戻す

• ペッパーの幽霊(19世紀後半)
– 科学・エンタテインメント・イリュージョンが一体
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骸骨

人物半透過鏡

聴衆


